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過去に度々浸食被害が発生していることから、人工リーフの整備により砂浜の回復事 業 概 要

保全を図る。

当海岸は丹後天橋立大江山国定公園に位置し、古くから白砂青松の風光明媚な海岸目指すべき

で、様々な海洋性レクリエーションの場として利用されるとともに、多様な自然環環境像

境を有していることから、周辺と調和した海岸浸食対策を行う必要がある。

丹後天橋立大江山国定公園整備事業関連する

公共事業

評 価 項 目 環境
施工地の環境特性と目標 環境配慮・環境創造の

主要な評価の視点 ための措置内容 評価選定要否

当海岸は丹後天橋立大江 人工リーフにより陸上に地球温暖化(CO 排出量2

ー 山国定公園に指定され、 おいては砂浜の回復・保 －地 等)
豊かな自然環境を有して 全が図られ、浸食被害か球

○ おり、海岸浸食により景 ら海浜植物の生息環境が ４環 地形・地質
観が悪化し、海浜植物の 改善されるとともに白砂境

ー 生息域も脅かされている 青松の美しい景観を復元 －・ 物質循環 (土砂移動) 。
このため豊かな自然環境 できる。また海中におい自

○ の回復が求められてい ても藻場ができるため魚 ３然 野生生物・絶滅危惧種
る。 介類の生息環境の改善が環

○ 期待できる。 ３境 生態系

ー －その他

ー 当海岸は冬季風浪により 浸食対策の実施により、 －ユニバーサルデザイン
度々護岸が倒壊する被害 浸食及び浸水被害の解消

○ を受けており、浸食被害 が期待できる。また砂浜 ４水環境・水循環
や越波被害が懸念されて が回復することにより、

ー いる。 海岸利用の促進も期待で －大気環境
事業実施に伴い、海中に きる。

○ 石材を広範囲にわたって 石材の海中投入に際して ３生 土壌・地盤環境
投入するため、投入時の 位置を水面近くで行う。活

○ 震動や騒音の発生、海中 汚濁防止膜の設置などに ３環 騒音・振動
の濁りを抑え、周辺の生 より震動、騒音、濁りの境

○ 物の生息環境保全に努め 低減に努める。 ３廃棄物・リサイクル
る必要がある。

ー －化学物質・粉じん等

ー －電磁波・電波・日照

ー －その他

○ 当海岸は豊かな自然が残 人工リーフによる整備を ５景観
されており、海水浴場と 行うことで、景観に配慮地

ー しても多くの観光客が訪 するとともに、砂浜の回 －域 里山の保全
れる。また昔から地域住 復・保全を図り、豊かな個

ー 民に親しまれてきた海岸 自然環境を保全する。海 －性 地域の文化資産
であり、周囲の景観に考 岸清掃活動等について、・

○ 慮した事業を行う必要が 地域住民やボランティア ３文 伝統的行祭事
ある。 と協働しながら海岸保全化

○ に努める。 ４環 地域住民との協働
境

ーその他


